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設2011年（原発事故以前) 現在（2024）

自然豊かな かつての大熊町

田畑や森林は消え、中間貯蔵施設が建設された

中間貯蔵施設とは、放射性廃棄物や使用済み核燃料などを最終処分場または核燃料再処理工場へ運ぶ前に一時的に保管
する施設。一時的といえども移管先等が決まっていない。保管期間は不特定かつ長期にわたることがある。

※立ち入り禁止解除予定：2045 年〜未定

【立ち入る際の服装】
放射線物質が皮膚に付着するのを防ぐため、皮膚
の露出を避ける。地震で倒壊寸前の建物があるた
めヘルメット着用。

背景｜深刻な放射能汚染土壌問題

2011 年 3 月 11 日
　事故により広範囲の放射性汚染を発生した。除染で発生した汚染
土壌は、原発がある町に運ばれ保管されている。政府は2045年までに、
汚染土壌を福島県外で最終処分する予定と発表している。

法律规定，
到2045年之前，
政府将在福岛县外处理
这些土壤

中间储存设施在大隈镇和双叶镇

Ministry of the Environment Government of Japan

2011年 3月11号
2011年的东日本大地震引起了福岛核电站的爆炸
事故，由此产生了大量的辐射污染土壤

現在

東東日日本本大大震震災災

提案 | 汚染土壌処理過程を風景化する

中間貯蔵施設で現在行われている汚染土壌の貯蔵プロセスを可視化
し、風景として見せる。この場所は次世代の人々に原発事故による
汚染の深刻さを伝えると共に、この場所で生活していた故郷に帰る
ことができない人々が訪れ、故郷を偲ぶことができるメモリアルと
して機能する。

敷地は、現在立ち入り禁止の中間貯蔵施設（汚染土壌の貯蔵施設）の一部分である。敷地には約 440 万 m2 の汚染土壌が
保管されている。高濃度と低濃度の汚染土壌それぞれを貯蔵する 2 つの土汚染壌貯蔵施設で構成される。

課題｜見通し立たない汚染土壌の最終処分先

　現在、福島県外での汚染土壌の最終処分先の場所を確定が緊急の
課題である。しかし、汚染土壌の最終処分への国民の認識は低く、
また最終処分場誘致の反対運動から伺える国民の否定的な姿勢の
結果、最終処分先が未だ決まっていない。このままでは 2045 年ま
での福島県外での汚染土壌の最終処分は困難である。

公衆の認識不足 住民の反対運動 二次汚染の懸念

汚染土壌の最終処分先が決まらない原因

敷地と周辺状況
原因汚染｜放射線汚染物質 ” セシウム 137”
現在の福島の汚染状況

原発事故では、主にヨウ素 131、セシウム 134、セシウム 137、ストロンチウム 90 の 
4 種類の汚染物質が発生した。物質の特徴や発生量から大きな問題となっているのは、
セシウム 137 の汚染である。

現状：福島で行われている土壌処理方法
福島県の汚染土壌は「中間貯蔵施設」に集められ、2045 年まで安全に保管される。
これは、①汚染の隔離 （安全性を確保する目的）②時間経過による放射能減衰（汚
染を低減させる目的）主に二つの処理方法の組み合わせである。



低濃度放射性汚染土壌

放射能濃度 8000Bq/kg 未満

土壌総量：约148.1万㎥㎥

�濃度放射性汚染土壌

放射能濃度 8000Bq/kg 以上
土壌総量：約292.1万㎥㎥

汚染レベルの異なる二種類の汚染土壌 汚染土壌貯蔵施設の設計基準 ブラウンフィールド再生における利用可能な汚染土壌処理技術

時間の経過し汚染の減少しても
防水層があることで植栽基盤が薄く
大きく育たない植物の風景

防水層により収集される
雨水による水の風景
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時間の経過により汚染の減
少し活動範囲が拡大する

汚染と安全に共存する
ための空中通路や地形特定の汚染を

吸収する専門植物
汚染土壌処理技術により展開する風景

【追悼する草花の碑】
一年の時間軸 

【喪失を物語る草原の碑】
恒久的な時間軸

【時の経過を伝える樹木の碑】
長期の時間軸

風景から展開するメモリアル

　福島の汚染土壌は 8000bq/kg を基準に「低
濃度汚染土壌」と「高濃度汚染土壌」の 2 種
類に分類される。 保管施設の設計基準が異な
るため、ブラウンフィールド再生技術の中か
ら、それぞれに対応する汚染処理技術を選択
した。それにより、安全性を確保しながら、
土壌処理過程を風景として見せることを可能
にした。さらに、訪問者にその風景をメモリ
アルとして印象的に見せるための散策路等の
設計を行なった。

■ 具体的手法 | 汚染土壌の放射能濃度の違いにより生まれる異なる汚染浄化の風景

汚染の拡散防止池汚染の拡散防止池
（雨水収集池）（雨水収集池）

研究エリア研究エリア

■全体プラン

北緯 38 度 06.2 分北緯 38 度 06.2 分
 東経 142 度 51.6 分 東経 142 度 51.6 分

■ 東日本大震災 震源への軸線■ 東日本大震災 震源への軸線

 福島第一原子力発電所  福島第一原子力発電所 
方向方向

喪失を辿る一本路喪失を辿る一本路

0 25 50 75 100m
N

①汚染土の碑汚染土の碑

②大熊第３工区
（低濃度汚染土壌貯蔵施設）

③大熊第 2 工区
（高濃度汚染土壌貯蔵施設）

a) 草花の碑a) 草花の碑
b) 樹木の碑b) 樹木の碑

c)c)  草原の碑草原の碑

④ 3.11 展望台④ 3.11 展望台



B. ミュージアム周辺　平面図

a) 追悼する 草花の碑a) 追悼する 草花の碑

■ミュージアム■ミュージアム

②大熊第３工区
（低濃度汚染土壌貯蔵施設）

③大熊第２工区
（高濃度汚染土壌貯蔵施設）

b)b) 時の経過を伝える樹木の碑時の経過を伝える樹木の碑

c) 汚染土壌が眠る c) 汚染土壌が眠る 草原の碑草原の碑

③大熊第 2 工区（高濃度汚染土壌貯蔵施設）
ミュージアムを抜けると、汚染土壌が眠る 22 ヘクタールの草原が広がる。草原に立ち入ることはできず、 周囲を辿る長い道ミュージアムを抜けると、汚染土壌が眠る 22 ヘクタールの草原が広がる。草原に立ち入ることはできず、 周囲を辿る長い道
のりが始まる。草原を取り囲む壁は周りの景色を遮断し、草原と空と私だけの世界になる。のりが始まる。草原を取り囲む壁は周りの景色を遮断し、草原と空と私だけの世界になる。

②大熊第３工区（低濃度汚染土壌貯蔵施設）
既存の土壌貯蔵施設の覆土を利用し、ファイトレメディエーション植物による汚染浄化の風景を生み出した。既存の土壌貯蔵施設の覆土を利用し、ファイトレメディエーション植物による汚染浄化の風景を生み出した。
汚染土壌を負の遺産として隠すのではなく、汚染浄化の過程を風景として見せることで、土地再生という前向きなものとして伝える。汚染土壌を負の遺産として隠すのではなく、汚染浄化の過程を風景として見せることで、土地再生という前向きなものとして伝える。

a) 追悼する草花の碑a) 追悼する草花の碑

散策路により訪問者の行動範囲を制限することで、安全に汚染土壌貯蔵施散策路により訪問者の行動範囲を制限することで、安全に汚染土壌貯蔵施
設に滞在することを可能にする。設に滞在することを可能にする。

A. エントランスエリア　平面図

①汚染土の碑

①汚染土の碑汚染土の碑
福島全域から集められた汚染土壌は、田畑の上を埋め尽くした。自然の豊かな大熊町の風景は失われた。
汚染土壌を積んだ姿を模ったコンクリートがらは、汚染の深刻さと故郷を奪われた人々の感情を想起させる。汚染土壌を積んだ姿を模ったコンクリートがらは、汚染の深刻さと故郷を奪われた人々の感情を想起させる。

・高さ：3.0m~5.0m
・素材：中間貯蔵施設内整備で発生した
　　　　コンクリートがら

a) 追悼する 草花の碑 :a) 追悼する 草花の碑 :「カラシナ」による汚染浄化の風景

雨水

3 月になるとカラシナが咲き誇り人々は海に向かって花を手向
ける。長い年月が経過しても、毎春のこの風景は変わらず毎年
震災を追悼し続けるだろう。

■順路
c)c) 汚染土壌が眠る 汚染土壌が眠る 草原の碑草原の碑 :: 防水層防水層による汚染土壌の貯蔵の風景

防水層（遮水層）により大きな植物が育たず変化しない広大な荒
涼な草原の風景は、原発事故を知らない未来の世代に放射能の深
刻さを実感させる。

105°2700mm

A エントランスエリア

■汚染土の碑
メモリアル

エントランスエリア

1 : 2
.0

1 : 2
.0

10
00
0 排水層 t=150mm

被覆工 （覆土）
園芸土壌 t=350mm

堰堤
（発生土）

集排水管

2 %以上（集排水管へ）貼芝工

雨水

2 %以上（集排水管へ）

2 %以上（集排水管へ）

排水層（砂） t=150mm

2 %以上（集排水管へ）

雨水
雨水

雨水

排水層 t=150mm

大熊第 3 工区
（低濃度汚染土壌貯蔵施設 )

■追悼する草花の碑 ■時の経過を伝える樹木の碑
カラシナ コシアブラ

■断面図



②大熊第３工区（低濃度汚染土壌貯蔵施設）

人の安全を守る
歩行者デッキ

既存の土壌貯蔵施設の覆土を利用し、ファイトレメディエーション植物による汚染浄化の風景を生み出した。既存の土壌貯蔵施設の覆土を利用し、ファイトレメディエーション植物による汚染浄化の風景を生み出した。
汚染土壌を負の遺産として隠すのではなく、汚染浄化の過程を風景として見せることで、土地再生という前向きなものとして伝える。汚染土壌を負の遺産として隠すのではなく、汚染浄化の過程を風景として見せることで、土地再生という前向きなものとして伝える。

a) 追悼する草花の碑a) 追悼する草花の碑
b) 時の経過を伝えるb) 時の経過を伝える

樹木の碑樹木の碑

C. 3.11 展望台周辺　平面図

 福島第一原子力発電所 方向 福島第一原子力発電所 方向
東日本大震災震源への軸　東日本大震災震源への軸　

④パース展望方向④パース展望方向

⑤ . 3.11 展望台 震源方向

④ 3.11 展望台 草原方向④ 3.11 展望台 草原方向
展望台を登ると周囲の景色。 東日本大震災の震源に続く軸を歩いてきたことを知る。その軸の先には廃炉が進む原発。後ろを振り返ると 汚染の修復す展望台を登ると周囲の景色。 東日本大震災の震源に続く軸を歩いてきたことを知る。その軸の先には廃炉が進む原発。後ろを振り返ると 汚染の修復す
る風景、そして復興へ歩む町の人の営みが見える。る風景、そして復興へ歩む町の人の営みが見える。

a) 追悼する 草花の碑 :a) 追悼する 草花の碑 :「カラシナ」による汚染浄化の風景

・カラシナ
（Brassica juncea）

覆土（園芸土壌）　350mm～

排水層（砂） t=150mm

雨水

低濃度放射線汚染土壌（＜ 8000Bq/kg）

雨水

太平洋方向

3 月になるとカラシナが咲き誇り人々は海に向かって花を手向
ける。長い年月が経過しても、毎春のこの風景は変わらず毎年
震災を追悼し続けるだろう。

b) 時の経過を伝える樹木の碑 :b) 時の経過を伝える樹木の碑 :「コシアブラ」による汚染浄化の風景

地域住人が育てた苗木が植えられ、徐々に木立が広がって
ゆく。段階的な植樹と木の成長は時の経過を伝え、汚染の
浄化の指標となる。

・コシアブラ
（Chengiopanax  sciadophylloides）

雨水

覆土（園芸土壌）　350mm～

排水層（砂） t=150mm

低濃度放射線汚染土壌（＜ 8000Bq/kg）

2025~2030 年に植樹
2035~2040 年に植樹

c)c) 汚染土壌が眠る 汚染土壌が眠る 草原の碑草原の碑 :: 防水層防水層による汚染土壌の貯蔵の風景

防水層（遮水層）により大きな植物が育たず変化しない広大な荒
涼な草原の風景は、原発事故を知らない未来の世代に放射能の深
刻さを実感させる。

止め石

・スイッチグラス
（Panicum virgatum）
 汚染耐性植物

高濃度放射線汚染土壌
（>8000Bq/kg）

防水層（遮水層）
覆土（園芸土壌）　500mm～

雨水

××

B ミュージアム周辺 C 3.11 展望台

雨水

大熊第 2 工区
( 高濃度汚染土壌貯蔵施設 )

■まちの記憶を伝えるミュージアム

■汚染土壌が眠る 草原の碑 ■ 3.11 展望台

■東日本大震災 震源への軸線■東日本大震災 震源への軸線
北緯 38 度 06.2 分北緯 38 度 06.2 分

 東経 142 度 51.6 分 東経 142 度 51.6 分

低濃度の施設では汚染修復機能を持つ植物による柔らかな風景を。高濃度の施設では、22 ヘク
タールの広大な草原による荒涼な風景を設計する。低濃度の施設ではカラシナとコシアブラの
木を主とした、ファイトレミディエーション植物を利用する。これらは、少量のセシウムを吸
収する働きを認められており、定期的に収穫することで、土の中の汚染物質の動きを管理する。

低濃度汚染土壌貯蔵施設 高濃度汚染土壌貯蔵施設

2150 年
放射能汚染土壌は完全に浄化される。
しかし、かつての汚染土壌貯蔵施設の不自然な地形・広大な草原は以前として残り、
これらの風景は過去の記憶を教訓として次世代へと繋ぎ続ける。


